
「かんたん工事写真帳３」の描画要素の一つである

任意形に関する操作説明

閉じた折れ線の内部を

クリックします。

只今から白紙に任意形を追加する

方法などを説明しますが、写真

上でも同様のことができます。

＜＜折れ線に関する操作説明＞＞

のコースで説明した要領で任意の

形状の閉じた折れ線を予め作成します。

《注》

閉じた折れ線とは第一線分の始点と

最後の線分の終点が同じ点である

折れ線のことです。

【任意形】をクリックします。

この画面が表示されますので、

こちらを選択します。

その上で【次へ】ボタンをクリックします。

この画面が表示されますので、

【OK】ボタンをクリックします。



以上でこのコースの説明を終了します。

以上の操作によってこの

任意形が追加されました。

ドラッグすれば、移動

することができます。

任意形の内部にマウスを

移動した上で右クリック

します。

＜任意形特性設定＞画面が表示されました。

この画面で色々の特性を変更することができます。

ここを選択してみます。

その上で【OK】ボタンをクリックしてみます。

すると、マウスを特異点に移動すると、

このように赤色のXマークが表示されます。

その状態で上方向にドラッグしてみます。

すると、このように任意形の形状

が変わりました。

このような方法で、任意形を追加

した後も形状を変更することができます。


